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令和7年度 道路メンテナンス事業　新丹生谷橋　修繕工事

神山町神領字東大久保

-位置図



側面図 S=1:100

平面図 S=1:100

東大久保西大久保

300 径間長 17800

橋長 22300A1 A2P1

300 径間長 18000

橋長 22300A1 A2P1

橋梁諸元
橋の等級

架設年度

橋長

幅員

径間長

橋梁
形式

適用示方書

上部
構造

下部
構造

橋台

橋脚

二等橋(TL-14)

1972年

22.30 m

4.4 m

壁式橋脚

S39道路橋示方書

4.00 m

半重力式橋台

第1径間

第2径間 18.00 m

RC 中実床版橋第1径間

第2径間 I桁(合成)橋

西大久保 東大久保

径間長 4000

径間長 4000

240 220支間長　17540

40 20桁長　17940

F M

40 20桁長　17940

240 220支間長　17540

F M

H.W.L 231.294 (1/100年確率 Q=250m3/s)80
0

余
裕

高

非出水期水位 227.370 (Q=65m3/s)

部材区分

・

3.下部工

5.付属物

・

・断面修復工

伸縮目地工伸縮部

P1橋脚

ひび割れ注入工(W≧0.2mm)

補修方法

地覆

鋼部材

1.上部工

・

・

塗替え塗装工

ひび割れ注入工(W≧0.2mm)

4.橋面

排水管、排水桝

材料等

・

・

Rc-Ⅰ塗装系(オープンブラスト)、湿式塗膜剥離剤工法

エポキシ樹脂系

・ エポキシ樹脂系

・

・ポリマーセメントモルタル

高機能止水材(目地材)

・ 断面修復工 ・ ポリマーセメントモルタル

補修計画一覧表

2.支承 支承 ・ 支承防錆工 ・ Rc-Ⅰ塗装系(オープンブラスト)、湿式塗膜剥離剤工法

床版

・防護柵取替工防護柵 ・歩車兼用防護柵(ガードレールタイプ)

・ 塗替え塗装工 ・ Rc-Ⅰ塗装系(オープンブラスト)、湿式塗膜剥離剤工法

橋面舗装

・ 表面被覆工 ・ 高分子系

・ 断面修復工 ・ ポリマーセメントモルタル

・ 水切り工 ・ 軟質PVC

図示補修計画一般図

1

【橋面】舗装打替え工、橋面防水工、表面被覆工、防護柵取替え工 【付属物】塗替え塗装工
【鋼部材】塗替え塗装工 【床版】ひび割れ注入工、断面修復工、表面被覆工、水切り工

・表面被覆工 ・高分子系

舗装打替え工、橋面防水工・ ・ As舗装(t=6cm)、橋面防水工(シート系)

【下部工】
土留め壁、排水溝切
【支承】
支承防錆工

【下部工】
排水溝切
【支承】
支承防錆工

【下部工】
ひび割れ注入工

A2橋台

【下部工】
断面修復工

【伸縮部】
伸縮目地工

【伸縮部】
伸縮目地工

【伸縮部】
伸縮目地工

【地覆】断面修復工

【橋面】舗装打替え工、橋面防水工、表面被覆工、防護柵取替え工 【付属物】塗替え塗装工
【鋼部材】塗替え塗装工 【床版】ひび割れ注入工、断面修復工、表面被覆工、水切り工【地覆】断面修復工

【支承】
支承防錆工

【支承】
支承防錆工

【下部工】
3-1 ひび割れ注入工

【伸縮部】
伸縮目地工

【伸縮部】
伸縮目地工

【伸縮部】
伸縮目地工

【下部工】
断面修復工

項目

主桁

防護柵

含
有
量

溶
出
量

含
有
量

溶
出
量

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB)
鉛

クロム
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB)

鉛
クロム

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB)
鉛

クロム
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB)

鉛
クロム

単位

mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/?
mg/?
mg/?
mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/?
mg/?
mg/?

基準値

0.5以下
含まないこと

10000(1.00%)未満
0.003未満
0.3未満
1.5未満
0.5以下

含まないこと
10000(1.00%)未満

0.003未満
0.3未満
1.5未満

試験結果

2.6
73000

1500(0.15%)
0.0014

14
0.05未満

0.4
120000

12000(1.20%)
0.0005未満

16
0.05未満

対応

特別処置法に基づき処理
湿式による塗膜剥離作業

特別産業廃棄物として処理

湿式による塗膜剥離作業
特定化学物質障害予防規則に基づき作業

特別産業廃棄物として処理

塗膜試験結果
部材

・ 土留め壁 ・ コンクリート(18-8-40、W/C≦60%)

・ 排水溝切

・ 排水溝切

【下部工】
土留め壁

【下部工】
排水溝切

【下部工】
排水溝切

【下部工】
排水溝切

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

補修計画一般図

断面図 S=1:40

第1径間 第2径間 標準部

112521501125

4003600～5250400

4400～6050

18
0

18
0

G1 G2

38
0

70
0

1800400

2200

19
0

55
0

36
0

30

AS

【橋面】舗装打替え工、橋面防水工

19
4 60

25
4

【床版】水切り工

【床版】ひび割れ注入工、断面修復工、表面被覆工
【鋼部材】塗替え塗装工

【支承】支承防錆工

【防護柵】防護柵取替え工【付属物】塗替え塗装工

【付属物】塗替え塗装工

【地覆】表面被覆工

【地覆】断面修復工

AS

DL=220.000

滝

P1 P2

標
識

A
S

C
O

上
角
谷
川
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

鋼部材塗装計画図(その1) S=1:30

BR-2 主桁 G-1

上フランジ下面

下フランジ上面

下フランジ下面

ウェブ右側

ウェブ左側

P1 A2

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

30
0

5685 6570 5685

17940

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

5685 6570 5685

17940

200 200

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

20
0

30
0

30
0

20
0

30
0

30
0

20
65

2
20

69
2

20
65
2

20

69
2

30
0

20
0

20
0

20
65
2

20

69
2

20
65

2
20

69
2

H-700x300x13x20相当

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652 1-V.Stiff PL 90x9x652 1-V.Stiff PL 90x9x652

1-Pl 300x12x680
2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

2-Pl 590x12x460
42-HTB  M22(F11T)

2-Pl 590x12x460
42-HTB  M22(F11T)

2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
20-HTB  M22(F11T)

2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
20-HTB  M22(F11T)

鋼部材塗装計画図(その1)

塗装工

 凡例

主桁 G-1

配置図 S=1:200

主桁 G-2

添桁 ST-1

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角
谷
川

20
65
2

20

69
2

300

13

300

断面図 S=1:10

2

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

上フランジ下面

下フランジ上面

下フランジ下面

ウェブ右側

ウェブ左側

BR-2 主桁 G-2

P1 A2

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

30
0

5685 6570 5685

17940

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

5685 6570 5685

17940

200 200

200 4385 4385 4385 4385 200

5685 6570 5685

17940

20
0

30
0

30
0

20
0

30
0

30
0

38201665

20
65

2
20

69
2

20
65
2

20

69
2

20
65

2
20

69
2

20
65
2

20

69
2

20
0

20
0

30
0

鋼部材塗装計画図(その2) S=1:30

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x652

1-V.Stiff PL 90x9x6521-V.Stiff PL 90x9x652 1-V.Stiff PL 90x9x652 1-V.Stiff PL 90x9x652
H-700x300x13x20相当

1-Pl 300x12x680
2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
20-HTB  M22(F11T)

2-Pl 115x12x680
20-HTB  M22(F11T)

1-Pl 300x12x680
20-HTB  M22(F11T)

2-Pl 590x12x460
42-HTB  M22(F11T)

2-Pl 590x12x460
42-HTB  M22(F11T)

鋼部材塗装計画図(その2)

塗装工

 凡例

主桁 G-2

配置図 S=1:200

主桁 G-1

添桁 ST-1

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角

谷
川

断面図 S=1:10

20
65
2

20

69
2

300

13

300

3

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

上フランジ下面

下フランジ上面

下フランジ下面

ウェブ右側

ウェブ左側

G2 A2

BR-2 添桁 ST-1

4722 178

20
0

4900

515 3735

4722 178

4900

1165 3735

5300

178965

5300

965 3735

20
0

20
0

4722 178

4900

1165 3735

600

600

60050

3558

2048

13
37

4
13

40
0

13
37

4
13

40
0

20
0

20
0

20
0

13
37

4
13

40
0

13
37

4
13

40
0

鋼部材塗装計画図(その3) S=1:30

1-Pl 200x12x460
2-Pl  80x12x460
12-HTB  M22(F11T)

2-Pl 340x12x460
24-HTB  M22(F11T)

2-Pl 80x12x460
10-HTB  M22(F11T)

1-Pl 200x12x460
10-HTB  M22(F11T)

鋼部材塗装計画図(その3)

塗装工

 凡例

主桁 G-1

配置図 S=1:200

添桁 ST-1

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

主桁 G-2

上
角
谷
川

排水管詳細図

φ100

S=1:10

77
3

18
13

90 13
18

150

15 2515 2515 2515

13
5

排水桝詳細図 S=1:10

断面図 S=1:10

13
37
4

13

40
0

200

8

200

82
0

4

1-V.Stiff PL 90x8x374

1-V.Stiff PL 90x8x3741-V.Stiff PL 90x8x374

H-400x200x8x13

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

鋼部材塗装計画図(その4)

配置図

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角

谷
川

S=1:200

横桁01 横桁02 横桁03 横桁04 横桁05

横桁06

BR-2　横桁

終点側

起点側

横桁01

起点側

横桁05

起点側

横桁02

終点側

60 2030 60

2150
24

20
6
45

4@
90
=3
60
35 624

70
0

終点側

起点側

横桁03

終点側

起点側

横桁04

終点側

G1 G2

G1G2

G1 G2

G1G2

G1 G2

G1G2

G1 G2

G1G2

G1 G2

G1G2

起点側

横桁06

終点側

60 1415 60

1535

24
37
6 2@

90
=1
80

40 624
70
0

G2 ST1

G2ST1

60 2030 60

2150

24
20
6
45

4@
90

=3
60
35 624

70
0

60 2030 60

2150

24
20
6
45

4@
90
=3

60
35 624

70
0

60 2030 60

2150

24
20
6
45

4@
90

=3
60
35 624

70
0

60 2030 60

2150

24
17
7
60 2@

95
=1

9050
17

52
4

70
0

60 2030 60

2150

24
17
7
60 2@

95
=1
9050

17
52
4

70
0

起点側

60 2030 60

2150

24
17
7
60 2@

95
=1

9050
17

52
4

70
0

60 2030 60

2150

24
17

7
60 2@

95
=1
9050

17
52
4

70
0

60 2030 60

2150

24
17

7
60 2@

95
=1
9050

17
52
4

70
0

60 2030 60

2150

24
17
7
60 2@

95
=1
9050

17
52

4

70
0

60141560

1535

24
37

62@
90

=1
80

40 6 24
70

0

13
87
50

50
713

40
0

13
87
50

50
7 13

40
0

鋼部材塗装計画図(その4) S=1:20

1-[ 300x90x9x13x2097
2-Guss PL 170x9x240
10-HTB M22(F9T)

1-[ 300x90x9x13x2097
2-Guss PL 170x9x240
6-HTB M22(F9T)

1-[ 300x90x9x13x2097
2-Guss PL 170x9x240
6-HTB M22(F9T)

1-[ 300x90x9x13x2097
2-Guss PL 170x9x240
6-HTB M22(F9T)

1-[ 300x90x9x13x2097
2-Guss PL 170x9x240
10-HTB M22(F9T)

1-[ 300x90x9x13x1484
2-Guss PL 170x9x240
6-HTB M22(F9T)

塗装工

 凡例

5

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

鋼部材塗装計画図(その5)

支承0101
支承0201

支承0102

支承0202

支承0302

配置図 S=1:200

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角
谷
川

G-1 支承0101

BR-2 P1橋脚

G-2 支承0201

平面図平面図

BR-2 A2橋台

G-1 支承0102

平面図 平面図

G-2 支承0202

平面図

ST-1 支承0302

正面図 正面図正面図正面図正面図

(固定側) (可動側)

BR-2　支承

鋼部材塗装計画図(その5) S=1:10

塗装工

 凡例

220

60
8
0
6
0

20
0

20
4
0

2
0

8
0

80

120

8040

120

40

80

120

40

220

80

120

40

2
5

70
8

1
0
3

400

400

30
0

220

60
8
0
6
0

20
0

20
4
0

2
0

8
0

80

120

8040

120

40

80

120

40

220

80

120

40

2
5

70
5

1
0
0

300

60
8
0
6
0

20
0

20
4
0

2
0

8
0

80

120

8040

120

40

80

120

40

300

80

120

40

2
5

70
2
0

11
5

300

60
8
0
6
0

20
4
0

2
0

8
0

80

120

8040

120

40

80

120

40

300

80

120

40

2
5

70
2
0

11
5

1
5

1
5

3
0

6

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

床版補修計画図(その1)

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

配置図 S=1:200

床版01

上
角
谷
川

床版補修計画図(その1) S=1:20

BR-1

4000

A1 P1
18

00
40

0

22
00

190

550

22
00

360

19
0

36
0

55
0

400400 3200

30

Co

(上)

(下)側面図

L=
20

0 L50xH100xD20

DA1 = 0.005m2【Da1】

HI1 = 0.20m【Ca1】

腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

7

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

補修工法一覧表

補修工法

ひび割れ注入工(エポキシ樹脂)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Ca

Da

Dd

記号

HI

DA1

DA2

【留意事項】
・事前調査時に補修ひび割れ延長を確定させること。
・0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
・特記のないひび割れ幅は0.2mmを示す。

図示

7
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

床版補修計画図(その2)

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

配置図 S=1:200

床版01

床版02

床版04

床版03

上
角
谷
川

床版02-1 床版02-2 床版02-3 床版02-4

腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

8

補修工法一覧表

補修工法

ひび割れ注入工(エポキシ樹脂)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Ca

Da

Dd

記号

HI

DA1

DA2

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

11
5

41
70

11
5

桁長　17940

P1 A2

11
25

21
50

11
25

44
00

40
0

36
00

～
52

50
40
0

44
00

～
60

50

床版補修計画図(その2) S=1:40

BR-2

12
40

21
50

11
25

60
50

15
35

18
0 20

0

38
0

20
0 18

0

38
0

180

180

0.2
L=200

0.2
0.2

L=350 L=500

0.2 0.2
0.2
L=400

L=750 L=450

0.3
L=6000.2 L=500

Co

(上)

(下)側面図

(下)

(上)側面図

L=
30
0

L=
40

0

L=1000

L=600

L700xW200xD10
L50xW50xD5

L50xW50xD10

L200xW150xD5

L1
00
xW

60
0x
D1

5

L5
0x

W1
50

xD
5

L1
00
xW

70
0x

D2
0

L1
50

xW
20
0x

D1
0

L50xW100xD10

L100xW200xD5

L100xW150xD5
L200xW300xD21 L5

0x
W2

50
xD

5

DA1 = 0.140m2【Da2】

HI1 = 0.40m【Ca3】

DA1 = 0.030m2【Da3】

DA1 = 0.003m2【Da4】

DA2 = 0.300m2【Dd1】

DA2 = 0.060m2【Dd2】 DA2 = 0.020m2【Dd3】
DA2 = 0.015m2【Dd4】

DA2 = 0.005m2【Dd6】
DA2 = 0.008m2【Dd7】
DA2 = 0.060m2【Dd8】
DA2 = 0.070m2【Dd9】
DA2 = 0.013m2【Dd10】

HI1 = 0.30m【Ca2】

HI1 = 0.50m【Ca4】

HI1 = 0.60m【Ca5】

HI1 = 0.75m【Ca6】
HI1 = 0.45m【Ca7】
HI1 = 0.40m【Ca8】
HI1 = 0.35m【Ca9】
HI1 = 0.50m【Ca10】
HI1 = 0.20m【Ca11】

DA2 = 0.030m2【Dd5】

塗装工(排水管) 塗装工(排水管)

塗装工(排水管)塗装工(排水管)

180 200

380

【留意事項】
・事前調査時に補修ひび割れ延長を確定させること。
・0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
・特記のないひび割れ幅は0.2mmを示す。
・灰色の損傷は補修対象外とする。

図示
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令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

床版補修計画図(その3)

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

配置図 S=1:200

上
角
谷
川

水切り工
(接着系)

50

水切り工詳細図 S=1:10

接着剤

水切り詳細図 S=1:2

115

添架物ブラケット

50

床
版

高電圧ケーブル

水道管

水切り

45
5

64
5

11
00

A部詳細図 S=1:20

表面被覆工

9

床版補修計画図(その3)

BR-2 表面被覆工、水切り工

1125 2150 1125

400 3600 400

4400

18
0

G1 G2

※破線は施工範囲を示す。

拡幅部

1125 2150 1535 1240

G1 G2

ST1

18
0

18
0

18
0

38
0

400 5250 400

6050

38
0

※破線は施工範囲を示す。

標準部

表面被覆工計画図 S=1:40

桁長　17940
P1 A2

60
50

44
00

30
0

30
0

30
0

30
0

20
0

4546

40

A

表面被覆工

上流側

38
0

40
0

18
0

外面

上面

内面

表面被覆工

下流側

38
0

40
0

18
0

外面

上面

内面

標準部 12254 拡幅部 5686

平面図 S=1:60 地覆展開図 S=1:60

表面被覆工、水切り工

表面被覆工

 凡例

地覆長　17940

地覆長　18218

注)水切り工の延長は、地覆長と同様とする。
　 表面被覆工施工後に施工を行うこと。

25

15

図示
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凡例

A1橋台

配置図 S=1:200

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角
谷
川

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満
0.2～1.0

1.0mm以上

下部工補修計画図(その1) S=1:20

A1橋台

正面図(A-A)

平面図(C-C)

2200

25
0

35
0

60
0

側面図(B-B)

A

A

B

B

C C

A A

B

B

P1橋脚下流側上流側

P1
橋
脚

250 350

600

20
0

36
0

19
0

1800 400

2200

19
0

55
0

36
0

30

Co

20
0

下部工補修計画図(その1)

10

補修工法一覧表

補修工法

ひび割れ注入工(エポキシ樹脂)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Cb

Db

記号

HI

DA1

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

図示
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満
0.2～1.0

1.0mm以上

下部工補修計画図(その2) S=1:30

P1橋脚

400 300 700 300

1700

240 460

11
00

60
0

11
40

28
40

55
0

1125 2150 1125

4400

14
70

60
0

32
10

76
0

2200

30
0

70
0

30
0

13
00

46
0

24
0

正面図(A-A)側面図(B-B) 側面図(C-C)

A2橋台

平面図(D-D)

A

A

B

B

A

A

C

C

D D

A A

B

B

C

C

A2橋台A1橋台 A1橋台上流側 下流側

A2
橋
台

A1
橋
台

2200

30
0

11
9020

40

18
0

側面図(B-C)

下流側 上流側

C B

C B

30
0

17
40

20
40

55
0

300 300700 400

1700

460 240

1125 2150 1125

4400

60
0

18
0

11
00

60
0

28
40

76
0

18
0

20
0

37
020
0

100

30
0

70
0

30
0

40
0

17
00

46
0

24
0

1:0.05L=2100

L=
15

0

L=2200

HI1 = 2.10m【Cb1】 HI1 = 0.15m【Cb2】

凡例

配置図 S=1:200

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000
300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

P1橋脚

上
角

谷
川

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉11

補修工法一覧表

補修工法

ひび割れ注入工(エポキシ樹脂)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Cb

Db

記号

HI

DA1

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

図示

【留意事項】
・事前調査時に補修ひび割れ延長を確定させること。
・0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
・特記のないひび割れ幅は0.2mmを示す。
・灰色の損傷は補修対象外とする。
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

下部工補修計画図(その3) S=1:30

A2橋台

正面図(A-A)側面図(B-B) 側面図(C-C)

1:0.3 1:
0.
3

1125 2150 1240

6050

20
00

90
0

75
0

40
30

B C

上流側下流側

20
00

90
0

11
30

40
30

300 700

1000

220 480

P1橋脚 P1橋脚

A

A

A

A

B

C

D D

平面図(D-D)

4050 2000

1125 2150 1535 1240

6050

4050 2000

72
0

70
0

30
0

48
0

B

B

C

C

A

P1
橋

脚

600

10
00

1535

20
00

90
0

11
30

54
30

32
0

43
0

40
0

10
00

300700

1000

220480

720350

24
00

90
0

11
30

54
30

32
0

81
0

10
00

72
0

70
0

30
0

48
0

22
0

A

10
00

35
0

18
0

18
0

20
0

20
0

22
0

L150xH150x1/2xD80

DA1 = 0.023m2【Db1】

A2橋台

配置図 S=1:200

P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000

300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

上
角
谷

川

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

下部工補修計画図(その3)

12

補修工法一覧表

補修工法

ひび割れ注入工(エポキシ樹脂)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Cb

Db

記号

HI

DA1

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

図示

【留意事項】
・事前調査時に補修ひび割れ延長を確定させること。
・0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
・特記のないひび割れ幅は0.2mmを示す。
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下部工補修計画図(その4) S=1:30

400 300 700 300

1700

側面図(B-B)

A1橋台

70
0

A2
橋
台

A1
橋

台

30
0

30
0

40
0

17
00

断面図(A-A)

A2橋台

1125 2150 1535 1240

6050

4050 2000

70
0

30
0

P1
橋

脚

10
00

300 700

1000 P1橋脚

P1橋脚

4400

排水溝

排水溝

側面図(B-B) 断面図(A-A)

A2橋台

16
0

60
0

排水溝

6450

上流側 下流側

上流側下流側

300

300 300

i=2.00%

200

S=1:6

側面図(C-C)

A2橋台 A1橋台

30
0

17
40

20
40

55
0

300 300700 400

1700

側面図(C-C)

P1橋脚

300700

1000

220480

64 50

i=2.00%

排水溝

64 50

i=2.00%

A

A

B C

B C

A

A

A

A

B C

B C

A

A

排水溝

排水溝

土留め壁

土留め壁

S1 3-D13×600

記号 径 長さ(mm) 本数
単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg)

質量(kg) 形　　状

鉄 筋 表

SD345

S1 3 0.995D13 2

S2 3 0.995D13 2

4  kgD13

4  kg合 計

600

550

0.60

0.55
S2  3-D13×550

600

550

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

下部工補修計画図(その4)

13

図示

50
～
64

50

排水溝詳細図

断面図

200

10
0

100 250 250 100

700

70
0

10
0

土留め壁詳細図

削孔径φ16
削孔長 d=110
接着系アンカー
(打込みタイプ D13用)

100100

200

75 550 75

700上流側

側面図 正面図

S=1:15

D13 S1

D13 S2

D13S1

鉄筋加工図 S=1:10

D13 S2

60
0

10
05

0
22

0
22
0

11
0

60
0

60
0
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P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000

300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

配置図 S=1:200

As
Co

舗装01

上
角

谷
川

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

橋面補修計画図(その1) S=1:20

BR-1

300

A1 P1

4000

4300

18
00

40
0

22
00

190

550

360

30

Co

L200xW50xD30

DA1 = 0.010m2【Dc6】

橋面補修計画図(その1)

14

18
00

40
0

22
00

As

腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

補修工法一覧表

補修工法

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Dc

記号

DA1
通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

図示

7
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P1 A2

桁長 1794040 20桁長 4000

300

橋長 22300A1

BR-1 BR-2

配置図 S=1:200

Co
As

上
角

谷
川

舗装01

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

橋面補修計画図(その2)

15

腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

補修工法一覧表

補修工法

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

通し番号【記号No.】

【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

Dc

記号

DA1
通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

橋面補修計画図(その2) S=1:40

BR-2

18000P1 A2

11
25

21
50

11
25

40
0

36
00

～
52
50

40
0

44
00

～
60
50

52
50

40
0

40
0

180

180

L=4100

L=1400

L=300

L=900L=900

L=1600

L=2100 L=1300

L=250

L=1200

L=1100L=300

L=850

0.5 0.5

1.0L=600

L=4000

L=70L=150

L=150

Co

L3
00

xW
13
00

L2
00
xW

22
50

L5
0x
W3

00

40 17940 20

塗装工(排水桝) 塗装工(排水桝)

塗装工(排水桝) 塗装工(排水桝)

【留意事項】
・舗装打替え工は、「橋面防水工計画図」参照。
・防護柵取替え工は、「防護柵計画図」参照。
・防護柵撤去時は、既設塗膜の除去を行うこと。
・灰色の損傷は補修対象外とする。

注)舗装の損傷は、舗装打替え工により対応する。
　 防護柵の損傷は、防護柵取替え工により対応する。

40
0

36
00

～
52
50

40
0

44
00

～
60
50

防護柵取替え工(防護柵)

防護柵取替え工(防護柵)

60
50

図示
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1125 2150 1125

4400

14
70

60
0

32
10

76
0

正面図(A-A)

上流側 下流側

60
0

18
0

11
00

60
0

28
40

76
0

18
0

20
0

20
0

100

400 300 700 300

1700

11
00

60
0

11
40

28
40

55
0

側面図(B-B)

A2橋台

A

A

A1橋台

R=
45
以
上

R=
45
以
上

B

B

流末処理計画図 S=1:30

フレキシブルチューブ φ20
L=1.6m

フレキシブルチューブ φ20
L=1.6m

フレキシブルチューブ φ20
L=1.6m

平面図 S=1:60

橋面防水工(シート系)
表層：再生密粒度アスファルト混合物(t=3.0cm)
基層：再生密粒度アスファルト混合物(t=3.0cm)

1箇所当たり

1箇所当たり

目地材

導水パイプφ15

床版水抜き孔断面図 S=1:10

P1橋脚天端

14
0

排水桝部詳細図

防水工(シート系)

S=1:10

基　層

床　版

計画舗装構成

シート系防水工

端部処理材

タックコート
PK-4

注記)第1径間の舗装に摺り付けを行うこと。

60

舗装面

防水工(シート系)

フレキシブルチューブ φ20
(SUS304)

床版下面

20
30

エポキシ樹脂注入

床版水抜き管 90

削孔径φ100

削孔径φ50

排水桝削孔
φ20

145 150

295

成型目地材

60

表　層
再生密粒度As混合物(13)　t=3.0cm
再生密粒度As混合物(13)　t=3.0cm

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

橋面防水工計画図

BR-2

橋面防水工計画図 図示

16

18000

P1 A2

40 17940 20

凡例

導水パイプ、端部処理工

成型目地材

位置

舗装工・橋面防水工 数量表

第2径間

路面切削工(m2) 橋面防水工(m2)
(シート系)

導水パイプ(m)
端部処理工(m) 成型目地材(m)

2 箇所69.10 39.76

舗装工(m2)
(アスファルト舗装)

45.01

(φ15)

69.10 39.76

床版水抜き管

69.10

既設排水桝 排水桝削孔

既設排水桝

橋面防水工(シート系)、As舗装工(表層：3.0cm、基層：3.0cm)
路面切削工(t=6cm)

既設排水桝

排水桝削孔

既設排水桝

40
0

36
00

40
0

44
00

40
0

36
00

40
0

44
00

40
0

52
50

40
0

60
50

50

50

床版水抜き管

床版水抜き管

12254 5686

50

2 箇所

排水桝削孔

51
90
(舗

装
端
部
)

【留意事項】
・伸縮装置取替工後に舗装打替工を行うこと。
・既設舗装の撤去は、小型切削機で行うこと。

120

地覆

防水工(シート系)

成型目地材
(t=5mm、W=30mm)

端部処理材

導水パイプ
(φ15、樹脂)

表層

基層

端部処理要領図 S=1:5

30
30

60

端部処理材

材料

フレキシブルチューブ

規格

φ20 SUS304

数量

1.6 m

備考

床版水抜き管材料表

ナット含む

床版水抜き管 1  個

工種

エポキシ樹脂注入

規格

比重1.13、ロス率1.2

数量

0.0003 kg

備考

コンクリート削孔
φ100  50 mm

φ50 90 mm

コアボーリングマシン

コアボーリングマシン

標準タイプ　標0

鉄筋探査 上向き、下向き 0.50 m2 50cm x 50cm x 2面

削
孔

長
 5

0
削
孔

長
 9

0

床版上面

削孔径 φ100

吊り金具

エポキシ樹脂

ゴムパッキン

φ34

φ42.7

削孔径 φ50

30
20

40
20

30

床
版
厚

 1
40

床版下面

30
導水パイプ(SUSタイプ)

18
35

27

80
40

ナット

フレキシブルチューブ φ20
(SUS304)

注）床版削孔時には鉄筋調査を行い、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

既設橋取付けタイプ

床版水抜き管詳細図 S=1:3

R=45以上

注)取付金具(Uバンド)の材料費は考慮しない。
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塗装工(Rc-Ⅰ塗装系、湿式塗膜剥離剤工法)

塗装工(Rc-Ⅰ塗装系、湿式塗膜剥離剤工法)・・・・塗膜剥離剤による塗膜除去後、1種ケレンにより素地を形成させた後、
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　重防食塗装を行う。

／

／

／

／

／

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り

有機ジンクリッチペイント

塗膜除去(湿式塗膜剥離剤工法)、素地調整(1種ケレン)鋼材

補修概要図

塗装工(Rc-Ⅰ塗装系、湿式塗膜剥離剤工法)

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(淡彩色)中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(淡彩色)上塗

1種ケレン素地調整

240g/m2

170g/m2

140g/m2

1日～10日

1日～10日

4時間以内

塗料名塗装工程 使用量 塗装間隔

塗膜除去
湿式塗膜剥離剤工法
水系塗膜はく離剤<中性> 500g/m2

240g/m2

有機ジンクリッチペイント防食下地 600g/m2

1日～10日

1日～10日

施工フロー

開　　　始

塗膜除去

素地調整

下塗り(2回)

中塗(1回)

上塗(1回)

養　　生

終　　　了

防食下地

※主桁と防護柵の塗膜くずの処分方法に留意すること。

補修工法要領図(その1)

図示

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

補修工法要領図(その1)

17
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断面修復工(左官仕上げ工法)：DA1、DA2

断面修復工・・・既設コンクリートのうき、剥離、鉄筋露出箇所等に対し、劣化コンクリート部を
　　　　　　　　除去した後に、ポリマーセメントモルタルを用いて断面を修復する工法。

補修工法要領図(その2)

低速低圧注入器具

断 面 図

平 面 図

注入器

ひび割れ

注入器

ひび割れ箇所シール

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

注入材
エポキシ樹脂系

開　　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注　　　　入 乾燥状態：エポキシ樹脂系

注入量の確認・養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　　　了

補修概要図 施工フロー

ひび割れ補修工(注入工法)：HI

ひび割れ補修工(注入工法)・・・0.2～のひび割れにエポキシ樹脂系の材料を注入して、
    　　　　　　　　　　　　　防水性、耐久性を向上させ、劣化因子の進入を防ぐ
    　　　　　　　　　　　　　工法である。

注入材
土木補修用エポキシ樹脂注入材(湿潤面用、軟質系)

注入器間隔
約20～30cm

　ひび割れ表面に析出物のある場合
　表面の析出物を除去し、ひび割れに直交する切り込み
　(クロスカット：深さ1～2mm程度)を入れ、この空隙に
　注入器を設置すること。

クロスカット
析出物による閉塞箇所

注記)

開　　　始

コンクリート脆弱部
のはつり

打音調査
(補修箇所の特定)

　　　清　　　掃

下地処理として
接着増強下地処理材塗布

コンクリートの欠損部に
ポリマーセメントモルタル充填

養　　　　生

終　　　了

施工フロー

必要に応じて鉄筋ケレン
防錆処理の実施

表面保護工(表面被覆工)

補修概要図

開　　　始

高分子系浸透性防水材塗布

終　　　了

養　生

施工フロー

コンクリート躯体

下地処理
(ディスクサンダーケレン)

ひび割れ補修、断面修復

(標準2回塗)

高分子系浸透性防水材

表面被覆工・・・既設コンクリート表面に表面被覆材(高分子系浸透性防水材)を塗布することで、
                コンクリート表面の空隙・0.2mm未満のひび割れを充填し、水密性を向上させて
　　　　　　　　外部からの水や劣化因子(二酸化炭素、塩分)の侵入を抑制する。

下地処理(ディスクサンダーケレン)

　高分子系浸透性防水材は仕上がりが半透明タイプ
　とする。

参考材料・・・・・・アイゾールEX(クリアータイプ)

注記)

注入器 クロスカット
d=1～2mm

シール材

ひび割れ

析出物のあるひび割れへの対応

防水材(高分子系浸透性防水材)　塗布
(標準2回塗総塗布量0.25kg/m2)

補修要領現状

断面修復

【鉄筋露出を伴わない場合】

は
つ
り
深

さ

断面修復材
ポリマーセメントモルタル

下地処理
接着増強下地処理材

鉄筋 鉄筋

カッター工
(10mm程度)

うき、はく離部

【鉄筋露出を伴う場合】

補修要領現状

露出鉄筋

断面修復

カッター工

(10mm程度)

鉄筋ケレン、防錆処理
断面修復材

ポリマーセメントモルタル
下地処理

接着増強下地処理材

※注意事項
　豆板、うき、剥離部は、劣化部分をはつり取った際に鉄筋が見えた場合は、
　鉄筋背面まではつり取ること。

は
つ

り
深
さ

(粗
骨

材
寸
法
程
度
)

30
mm

程
度

表面被覆工

表面被覆工

図示

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

補修工法要領図(その2)
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H.W.L 231.294 (1/100年確率 Q=250m3/s)

非出水期水位 227.370 (Q=65m3/s)

令和 年度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉

図示仮設足場計画図(案)

【参考図】

1

仮設足場計画図(案)

桁長 4000

桁長 4000

吊り足場　L=17.94m

吊り足場　L=17.94m

80
0

44
00

80
0

60
00

側面図 S=1:100

東大久保西大久保

300

橋長 22300

A1 A2P1

240 220支間長　17540

40 20桁長　17940

F M

平面図 S=1:100

300

橋長 22300

A1 A2P1
西大久保 東大久保

40 20桁長　17940

240 220支間長　17540

F M

80
0

余
裕

高

1

AS

DL=220.000

滝

P1 P2

標
識

A
S
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【塗替え修繕、床版修繕、下部工修繕、地覆修繕】

第2径間　断面図 S=1:40
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吊り足場(タイプB)
板張防護、シート張防護
剥離剤用養生シート(1回分)
ブラスト用養生シート

吊り足場(タイプA3)
板張防護、シート張防護
剥離剤用養生シート(1回分)
ブラスト用養生シート

朝顔天井
剥離剤養生シート
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令和7年度 道路メンテナンス事業　新丹生谷橋　修繕工事

神山町神領字東大久保


